
令 和 ３ 年 ９ 月 

新 潟 県 

 

平常時モニタリングについて(原子力災害対策指針補足参考資料)の策定に伴う 

監視調査等の計画の変更について 

 

「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」（以下、「新指針」

という。）の策定を受け、平成 30 年度から監視調査等の計画の変更について検討･対応を進

めてきた。現在は、監視調査に加えて実施する緊急事態が発生した場合への平常時からの

備えのための調査（以下、「備え調査」という。）について検討を進めているところであ

る。 

監視調査及び備え調査の検討・対応状況は以下のとおりである。 

  

１ 監視調査について 

 平成 30 年４月の新指針策定を受け、次のとおり対応済み。 

（１）令和元年度から、大気中放射性ヨウ素を連続測定に変更。また、ストロンチウム

90 の分析品目を追加（飲料水、葉菜、魚、海藻）。 

（２）令和３年度から、空間放射線（積算線量）の測定体制を変更。 

 

２ 備え調査について 

（１）前回評価会議までの検討状況 

調査概要等の検討状況について、下記のとおり説明。 
実施項目 測定頻度 測定対象 調査地点等 

空間線量率 連続測定 γ線 30km 圏内の固定局 28 地点 

土 壌 1 回/5 年＊ γ線放出核種、Sr-90、Pu-238、Pu-239+240  30km 圏内、候補地約 30 地点 

陸 水 1 回/5 年* γ線放出核種、H-3、Sr-90 30km 圏内、候補地約 10 地点 

海 水 1 回/5 年* H-3 － (監視調査で実施) 

＊５年毎に全地点の測定結果が揃うように調査を実施する。 

 土壌の Pu-238、Pu-239+240 については、５年で全地点の調査を１回実施する。 
 

（２）前回評価会議以降の検討状況 

ア 調査地点の選定について 

  備え調査の土壌及び陸水について、原子力規制庁が示す新指針及び放射能測定法

シリーズ等の資料、並びに原子力規制庁柏崎刈羽原子力規制事務所の助言を踏ま

え、調査候補地点を選定し、関係機関との調整を進めている。 

土壌の調査地点については別記１、陸水の調査地点については別記２に検討状況

をとりまとめた。 

なお、備え調査の空間線量率については既設のモニタリングポスト、海水のトリ

チウムについては現在の監視調査地点において実施する予定である。 

  

その他資料 No.2 



イ 備え調査の位置付けについて 

従来の監視調査と備え調査は、次表のとおり目的を整理して別調査として行いた

いと考えており、今後、原子力発電所周辺環境放射線監視調査基本計画の改定を行

う予定である。 

現在検討中の柏崎刈羽原子力発電所周辺の監視調査等の全体像と、目的の整理の

案を別記３にとりまとめた。 
 

監視調査等と目的の整理 

調査 新指針で示された平常時モニタリングの目的 補足 

監視 

調査 

目的①：周辺住民等の被ばく線量推定及び評価（10km 圏） 

目的②：環境における放射性物質の蓄積状況（5km 圏） 

目的③：原子力施設からの予期しない放射性物質又は放射

線の放出の早期検出及び周辺環境への影響評価の

把握（5km 圏） 

従来から

ある目

的、大き

な変更な

し 

備え 

調査 

目的④：緊急事態が発生した場合への平常時からの備え

（30km 圏） 

新指針に

おいて追

加された

目的 

 

ウ 今後のスケジュール 

（ア）令和３年９月～ 土壌及び陸水の調査地点について市町村等と調整 

（イ）令和４年３月   第 76 回評価会議において、調査計画の変更についてから了

承を得る 

（ウ）令和４年４月～  新計画に基づき調査を実施 

 



 調査地点の選定の考え方  

・0～10km 圏内については、陸側２方位に１地点の計５地点を調査する。 

・10～30km 圏内については、陸側全方位及び距離（10～20km、20～30km）により分けた区域

に１地点の計 19 地点を調査する。なお、30km を超える UPZ の人口が多い１地点を追加し

た他、NNE 方位については、陸域が少ないため調査をしないこととした。また、適地がな

い区域についてはその近傍を調査することとした。 

・各区域内の地点については、現在の監視調査地点、大気モニタ局設置地点近傍、モニタリン

グポスト設置地点近傍の優先順位で適地※の中から選定した。 

※ 土壌の調査地点は、次の条件に合致している地点を適地とした。 

・ 原則として裸地であること。（草地も許容） 

・ 上空が開けており、10m×10m 程度の広さがあること。 

・ 表面流出などによる侵食及び崩壊の影響が少ないこと。 

・ 周囲に建造物がなく、人為的かく乱が少ないこと。 

・ 長期にわたり継続的に調査可能と見込まれること。 

 

（参考）国の指針や助言等を踏まえ、調査地点の選定の考え方を整理した上で、具体的な候補

地点を選定した。 

１ 平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料） 

・発電用原子炉施設から 30km 圏内の環境試料中の放射性物質の濃度の水準を適切に把握

できるように定点を設定することとする。（P.15） 

・土壌については、土地の利用状況、地形、地質等を考慮した上で、経年的な追跡が行

えるよう、永続的に採取できる場所を選定する。（P.16） 

２ 緊急時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料） 

・採取地点については、次に掲げる順に該当地点周辺の土壌を採取する。（中略）原則と

して、裸地から採取する。 

・固定観測局設置地点、電子式線量計設置地点等のうちＯＩＬ２の基準を超過した地点 

・大気モニタ設置地点等大気中の放射性物質の濃度を測定している地点(P.50) 

３ 放射能測定法シリーズ No.16「環境試料採取法」 

・未耕作土壌の場合は特に、小植物による植被があり、表面流出などによる浸食及び崩

壊がなく、周囲に建造物及び人為的攪乱のない場所を選定し、採取することが望まし

い。（P.31） 

４ 放射能測定法シリーズ No.35「緊急時における環境試料採取法」 

・注）木下や軒下などの地表を覆うようなものの下は採取地点として不適切である。ま

た、溝、斜面、凹地、道路や排水路等がある場合は、溝等に放射性物質が流れ込

み、放射能濃度が高くなることがある。溝等がある場合は、空間放射線量率の値が

１ｍ移動しただけで極端に変化するような場所は避ける。 

 注）裸地が理想である。 

 注）砂地では、採取がしにくい場合がある。（P.55） 

 

 調査地点 （関係機関と調整中） 

・現在の監視調査地点３地点及び追加の調査地点 21 地点の合計 24 地点とする。 

 

１ 柏崎市荒浜(監視調査地点) 13 日吉小学校（長岡市鳥越） 

２ 刈羽村高町(監視調査地点) 14 出雲崎大門局（出雲崎町大門） 

３ 刈羽村勝山(監視調査地点) 15 柿崎局(上越市柿崎区) 

４ 赤田町方局（刈羽村赤田町方） 16 吉川ｽｶｲﾄﾋﾟｱ遊ﾗﾝﾄﾞ(上越市吉川区） 

５ 西山体育館（柏崎市西山町） 17 門出小学校跡地（柏崎市高柳） 

６ 鯨波局（柏崎市鯨波） 18 上野小学校（十日町市上野） 

７ 新道局（柏崎市新道） 19 吉谷小学校（小千谷市字東吉谷） 

８ 加納局（柏崎市加納） 20 東山小学校 (小千谷市大字小栗山) 

９ 北条局（柏崎市北条） 21 長岡大手高校（長岡市沖田） 

10 大角間ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ (柏崎市大字東長鳥) 22 下川西小学校（長岡市花井町） 

11 越路西小学校（長岡市不動沢） 23 庄川児童公園（見附市細越） 

12 青葉台小学校（長岡市青葉台） 24 大河津小学校（長岡市寺泊） 
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（別記１）                                土壌の調査地点（案） 



 

 

 

     土壌の調査地点の例 

 

  

No.16 吉川ｽｶｲﾄﾋﾟｱ遊ﾗﾝﾄﾞ 

No.17 門出小学校跡地 



 調査地点の選定の考え方  

・次の条件に適合する 0～30km 圏内の全ての浄水場とする。 

① 表層水やダム水等の水源や露天の沈殿池等の比較的汚染されやすい浄水場。 

② 供給人口が 5,000 人以上の浄水場 

     なお、30km を僅かに超えるが、条件に適合する１地点を追加した。 

 

（参考）国の指針や助言等を踏まえ、調査地点の選定の考え方を整理した上で、具体的な候補

地点を選定した。 

１ 平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料） 

・発電用原子炉施設から 30km 圏内の環境試料中の放射性物質の濃度の水準を適切に把

握できるように定点を設定することとする。（P.15） 

・また、陸水については、発電用原子炉施設周辺の社会環境に留意し、飲料水として用

いられる河川水、地下水（井戸水）等を採取することとする。（P.16） 

２ 緊急時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料） 

・飲料水への放射性物質の影響を把握するため、放射性物質の放出が確認された場合に

は速やかに、ＰＡＺ及びＵＰＺ内にある水源等から供給される飲料水の採取・分析を

行うこととし、汚染されるおそれのある上水道、簡易水道等を対象とする。（P.22） 

・詳細な採取候補地点や優先順位については、集水域や配水系統等、地域の状況を考慮

の上、地域ごとにあらかじめ定めておく。（P.22） 

・表流水等放射性物質により比較的容易に汚染されるＵＰＺ内（ＰＡＺを含む。）の水

源等から供給される浄水場の浄水又は公的施設（役場、支所等）内の蛇口水のうち、

屋外に出ることなく採取可能な場所のものを採取の対象とする。（P.50） 

３ 放射能測定法シリーズ No.16「環境試料採取法」 

・源水は取水口の中心部から採取し、蛇口水は家庭内などの水道蛇口から採取する。

（P.26） 

 ４ 放射能測定法シリーズ No.35「緊急時における環境試料採取法」 

・飲料水の水源は多岐（河川水、地下水等）にわたっており、水源のうちいくつかに

は、かなりのレベルの放射能汚染があり得るが、大規模な給水システムには浄化の過

程が存在するため、飲料水はある程度のレベルで除染されることになる。（P.67） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査地点 （関係機関と調整中） 

・現在の監視調査地点１地点及び追加の調査地点８地点の合計９地点とする。 

 

１ 赤坂山浄水場(監視調査地点) ６ 青木浄水場（見附市傍所町） 

２ 川内浄水場（柏崎市鯨波） ７ 与板浄水場（長岡市与板） 

３ 柿崎川浄水場（上越市柿崎区） ８ 寺泊浄水場（長岡市寺泊） 

４ 小千谷浄水場 (小千谷市小千谷) ９ 分水浄水場（燕市笈ケ島） 

５ 妙見浄水場（長岡市妙見）  
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（別記２）                                  陸水の調査地点（案） 

●現在の監視調査地点 ●追加の調査地点  

30km を僅かに超えるが 

条件に適合するため調査 
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調査の対象となる水源または浄水場の例 

 

 

水源となるダムの例 

露天の沈殿池の例 



①被ばく線量の

推定※2

〔10km圏〕

②蓄積状況の

   把握※3

   〔10km圏〕

③早期検出及

び評価※4

〔5km圏〕

④緊急時の

備え※5

〔30km圏〕

9 連続 ● ● 備え調査においても実施

2 連続 ● 備え調査においても実施

12 4回/年 ●

3 連続 ● （●）

3 連続 ● ●

3 12回/年 ●

2 12回/年 （ ● ）

 飲料水 (概ね0～10km) 2 4回/年 （ ● ） 赤坂山浄水場は、備え調査においても実施

 原水 (0～10km) 1 4回/年 （ ● ）

 河川水 (0～10km) 1 2回/年 （ ● ）

 陸土  0～10km 3 2回/年 ● 備え調査においても実施

 米 （精米） 3 1回/年 （ ● ）

 キャベツ 2 1回/年 ●

 大根 （葉部） 2 1回/年 ●

 大根 （根部） 2 1回/年 （ ● ）

1 4回/年 ●

2 2回/年 （ ● ） （ ● ）

5 2回/年 （ ● ）

5 2回/年 ●

 マガレイ 1 1回/年 ●

 ヒラメ 1 1回/年 ●

 マダイ 1 1回/年 ●

 サザエ 1 1回/年 ●

 ワカメ 1 1回/年 ●

 モズク類 1 1回/年 ●

4 2又は4回/年 （ ● ） （ ● ）

陸水  飲料水 (概ね0～10km) 1 4回/年 （ ● ） 赤坂山浄水場は、備え調査においても実施

 米 （精米） 3 1回/年 （ ● ）

 キャベツ 2 1回/年 ●

 大根 （根部） 2 1回/年 （ ● ）

1 4回/年 ●

 マガレイ 1 1回/年 ●

 サザエ 1 1回/年 ●

 ワカメ 1 1回/年 ●

2 2回/年 （ ● ） （ ● ）

4 12回/年 （ ● ）

 飲料水(概ね0～10km) 2 4回/年 （ ● ） 赤坂山浄水場は、備え調査においても実施

 原水(0～10km) 1 4回/年 （ ● ）

 河川水(0～10km) 1 2回/年 （ ● ）

5 2回/年 （ ● ） 備え調査においても実施

1 2回/年 （ ● ）

1 2回/年 （ ● ）

2 2回/年 （ ● ）

　

①被ばく線量の

推定※2

〔10km圏〕

②蓄積状況の

   把握※3

   〔10km圏〕

③早期検出及

び評価※4

〔5km圏〕

④緊急時の

備え※5

〔30km圏〕

9 連続 ● 監視調査においても実施

2 連続 ● 監視調査においても実施

17 連続 ●

 飲料水 (概ね0～10km) 1 4回/年 ● 監視視調においても実施（赤坂山浄水場）

 飲料水（概ね10～30km） 8 1回/5年 ●

 0～10km 3 2回/年 ● 監視調査においても実施

 概ね0～30km 21 1回/5年 ●

 飲料水 (概ね0～10km) 1 4回/年 ● 監視調査においても実施（赤坂山浄水場）

 飲料水（概ね10～30km） 8 1回/5年 ●

 陸土  概ね0～30km 24 1回/5年 ●

 飲料水(概ね0～10km) 1 4回/年 ● 監視調査においても実施（赤坂山浄水場）

 飲料水（概ね10～30km） 8 1回/5年 ●

5 2回/年 ● 監視調査においても実施

プルトニウム  陸土  概ね0～30km 24 1回 ●

※3  目的②：環境における放射性物質の蓄積状況の把握

※4  目的③：原子力施設からの予期しない放射性物質又は放射線の放出の早期検出及び周辺環境への影響評価

※5  目的④：緊急事態が発生した場合への平常時からの備え

※6  空間放射線量率の補助調査（モニタリング車・可搬型MPによる測定）については、備え調査を開始し、モニタリングポストの測定地点を増やすこと等から廃止する。

陸水

トリチウム
陸水

 海水

※1  平常時モニタリングについて（原子力災害指針補足参考資料）に基づき分類したもの。（　）は指針に記載がなく当県で整理したもの。

※2  目的①：周辺住民等の被ばく線量推定及び評価

環境試料中の放
射能測定

機器分析
（γ核種）

陸水

陸土

ストロンチウム90

空間放射線の測
定

空間放射線量率

 モニタリングポスト （0～5km）

 モニタリングポスト （5～10km）

 モニタリングポスト （10～30km）

２．緊急事態が発生した場合への平常時からの備えのための調査(備え調査）

調査項目等
測定
地点

測定
頻度

平常時モニタリングの目的〔実施範囲〕※1

備　考

トリチウム

 大気（大気中水分）

陸

水

 海水

プルトニウム

 浮遊じん

 降下物（月間雨水・ちり）

 海底土

 海水

 海底土

海

産

物

 指標生物 （ホンダワラ類）

ストロンチウム90

農
産
物

 畜産物 （牛乳）

海
産
物

 指標生物（ホンダワラ類）

 指標生物 （松葉）

空間放射線の測
定

空間放射線量率
※6

 モニタリングポスト （0～5km）

 モニタリングポスト （5～10km）

積算線量

環境試料中の放
射能測定

テレメータシステム
による測定

 大気（ヨウ素）

 浮遊じん

機器分析
（γ核種）

 浮遊じん （月間）

 降下物 （月間雨水・ちり）

陸

水

農
産
物

 畜産物 （牛乳）

（別記３）監視調査等と目的の整理（案） 赤字下線：追加実施する調査内容等

１．柏崎刈羽原子力発電所周辺の環境放射線調査（監視調査）

調査項目等
測定
地点

測定
頻度

平常時モニタリングの目的〔実施範囲〕※1

備　考


